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１ 学力の状況（Ｒ元鹿児島学習定着度調査） 

 国語 社会 算・数 理科 英語 

小５ 
72.1
－1.5 

71.6
－0.6 

75.6 
－1.1 

81.3 
＋0.1 

 

中１ 
78.4
－1.2 

64.8
－0.1 

68.4 
－2.9 

63.７
－1.1 

67.4
－0.5 

中２ 
75.1
＋0.6 

62.3
＋1.1 

57.9 
－2.8 

56.5
－1.5 

60.9
－0.1 

 

２ 一人一研究授業の実施状況(実施した学校) 

実施率 小学校 93.3％ 中学校 91.1％ 
 

３ 家庭学習状況（家庭学習 60･90 運動を達成した学校） 

達成率 小学校 77.8％ 中学校 69.6％ 

  ＊小学校は５，６年  

４ 読書状況(小学校 100 冊，中学校 50冊の達成学校率) 

達成率 小学校 85.7％ 中学校 60.9％ 

＊全学年の平均読書冊数 

 
１ 学力向上（Ｒ２鹿児島学習定着度調査） 

 達 成 目 標 

小学校 
各教科 通過率 72％以上， 
各教科 県平均＋２ポイント以上 

中学校 
各教科 通過率 65％以上， 
各教科 県平均以上 

 

２ 一人一研究授業の充実(実施した学校の割合) 
実施率 小学校 95％ 中学校 92％ 

 

３ 家庭学習の充実（家庭学習 60･90 運動の達成学校率） 
達成率 小学校 90％ 中学校 85％ 
＊小学校は５，６年（４年生以下は各学校で設定） 

 
４ 読書の充実（小学校 100 冊，中学校 40冊を達成学校率） 

達成率 小学校 85％ 中学校 65％ 

＊全学年の平均読書冊数 

 
 

 

  豊かな心と健やかな体  「確かな学力」の定着 開かれた信頼される学校づくり 

１ いじめの状況 
解消率 小 81.8％ 中 87.0％ 

２ 不登校の状況 
在籍率 小 0.25％ 中 1.84％ 

 
３ 体力・運動能力調査の状況 

Ｔスコアが最小値の種目 

 小学校 中学校 

男子 
50m 走 
(49.48) 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ 
(49.78) 

女子 
50m 走 
(48.65) 

長座体前屈 
（50.37) 

＊小･･･2，4～6年，中･･･1，2年の過去５年間の平均 

４  健康教育の状況 
 小学校 中学校 

う歯治療率 47.8％ 39.7％ 

栄養教諭の活用 92.9％ 80.4％ 

 

 

１ 地域人材を活用した自然・伝統文
化的な体験活動の実施 

年３回以上
の実施率 

小 100％ 中 93.5％ 

 
２ 不祥事根絶に向けての服務指導
の取組 

全職員で分担する服務研修 
実施率 小 100％ 中 100％ 

 
３ 学校の業務改善の取組 

教職員の８割以上が

「業務改善が進んで

いる」感じる割合 

小 68.1％ 中 59.2％ 

 
 

１ いじめ問題への適切な対応 
１件でも多く認知する。 
３か月が経過した事案

の解消率 

小・中学校共に 

１００％ 

２ 不登校の未然防止 
在籍率 小 0.31%以下 中 2.20%以下 

３ 体力・運動能力の向上 
 目標＝次の種目をＴスコア５０以上に 

 小学校 中学校 

男子 50m 走 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ 

女子 50m 走 長座体前屈 

＊小･･･2，4～6 年，中･･･1，2 年平均 

４ 健康教育の充実 

 小学校 中学校 

う歯治療率 60％ 50％ 

栄養教諭の活用 100％ 90％ 

 

奄 美 の よ さ を 生 か し た 活 力 あ る 教 育 の 充 実 

～Ｒ２年度共通実践事項の徹底～ ※人権教育を全ての教育の根幹に 

本地区教育行政の

基 本 方 針 

１ 復帰 67 周年を迎える。「人材の島」「教育の島」と謳われるように有為な人材を数多く輩出して

いる。  

２ 少子高齢化が進み，複式学級や小規模校が多数あるが，教育に対する関心が高く，学校に寄せる期

待も大きい。 

３ 豊かな自然が残されており，世界自然遺産登録に向けた取組が行われている。文化財・天然記念物

などの宝庫で，方言や伝統芸能も大切に引き継がれている。 

４ 「結いの心」が受け継がれ，絆や助け合いを大切にする気風が残っている。 

５ 多くの若者が進学・就職のために 15 歳や 18 歳で島立ちをする。 

学 校 種 園・校数 
幼 稚 園 16(5) 

小 学 校 83 
中 学 校 45 

高 等 学 校   8(1) 
特別支援学校   1 

  ( )は私立別掲  

児 童 生 徒 数 9,319 人 

教 職 員 数  1,362 人 

           令和２年４月６日現在  

 

１ 心を育てる教育活動の充実 

 「人権尊重の理念」を上位に位置付けた学校経

営の推進 

■ 話合い活動など考え議論する道徳科の授業等の推

進 

■ 人権教育研修資料等を活用した校内研修の年３回

以上の確実な実施 

２ いじめ・不登校等の未然防止～早期発見・早期対応～ 

■ 構成的グループエンカウンターなど年３回以上の

人間関係づくりを深める活動の実施 

■ 「学校楽しぃーと」などの定期的な調査での個別の

実態把握 

■ 学校いじめ対策委員会等による組織的な対応 

３ 運動好きな児童生徒の育成を通した体力・運

動能力の向上 

■ 教科体育において，｢身に付けさせたいこと｣を明

確にし，｢個に応じた手立て｣を工夫した授業の実践 

■ 「一校一運動，チャレンジかごしま」等へ積極的に

取り組むための手立ての工夫 

４ 健康教育の充実 

■ う歯治療率の向上 

■ 栄養教諭の積極的活用 

１ 主体的・対話的で深い学びによる授業改善 

大島地区全体で目指す「質の高い授業」とは 

「授業充実の３ポイントを踏まえた 

子ども自ら学び取る授業」 

目標の明確化 山場の工夫 確かめ見届け 

■ 諸学力調査結果の経年変化，個別分析による児

童生徒ごとの課題把握 

■ 授業充実の３ポイントを踏まえた授業の充実 

■ 児童生徒にしっかりと自分の考えをもたせる

ための書く活動の設定 

■ 対話的な学びに向かう話合いなどの充実 

■ 基礎学力の定着と Web 問題等を活用した思考

力や表現力を育む繰り返し学習の工夫 

■ アクションプランの実践や一人一研究授業の

計画的実施による組織的な指導法改善への取組 

■ 新学習指導要領の研究・実践と中学校における

移行措置の完全実施 

２ 家庭学習の充実 

■ 授業と家庭学習を連動させた課題の工夫，家庭

学習強調週間等の設定による家庭学習への地域

を挙げた取組 

 

１ 奄美のよさを生かし，地域に開かれた学校づ

くりの推進 

■ 地域と学校が連携・協働し，地域の人材を

積極的に活用した教育活動の充実と地域へ

の積極的な公開 

２ 実効性のある服務指導の推進 

■ 全職員で分担する服務研修の実施及び年

２回の参加型・体験型を取り入れた服務研修

の実施 

■ 服務規律に関する目標の設定と取組の充

実 

３ 学校の業務改善の推進 

■ 定時退校日及び平日週１日・土日のうち１

日の原則週２日の部活動休養日の設定と完

全実施 

■ 正規の勤務時間を超える勤務を月 45 時間

以内にする業務の見通し 

４ 学校事務の適正化 

■ 学校事務指導の充実 

■ 事務全般の理解を深めるための効果的な

研修の実施 

 

 家庭学習６０・９０運動  ともに親しむ読書運動  島唄・島口，美ら島運動 

学校・家庭・地域が連携して取り組む三つの運動 

１ 地域人材を活用した自然・伝統文化的な
体験活動の充実 

年３回以上の 
実施率 

小・中学校共に 100％ 

 
２ 不祥事根絶に向けての服務指導の徹底 

全職員で分担する服務
研修の実施率 

小・中学校共に 100％ 

 
３ 学校の業務改善の取組 

教職員の８割以上が「業務改善が

進んでいる」と感じる割合 
小・中学校共に 70％ 

 
４ 学校事務の適正化 

 本地区の特性  学校等数・児童生徒

数 


